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１）横浜市立大学医学部看護学科
Ⅰ　はじめに
母性看護学では、本学国際化推進センターが平成19年
度モデル事業として企画した「海外フィールドワーク支
援プログラム」に応募し、このプログラムからの支援を
得て、ベトナムにおける海外フィールドワーク学習を実
施する機会を得た。海外フィールドワーク支援プログラ
ムは、本学が掲げる「国際的な視野を持って活躍できる
人材を育成する」という中期目標に沿って、国際的な視
野を持つ人材を育成する手段として、海外での実践的な
教育活動に対する支援を行うための試みである。
ベトナムは 1960 年から 1975 年におよんだ戦争終結後
32年が経過している。戦争中に使用された枯れ葉剤など
の化学兵器の影響は、現在も 100 人に１人という高い奇
形児の出生率として残っている。
母性看護学が行ったベトナムにおける海外フィールド
ワーク研修のねらいは、環境汚染が次世代に与える影響
を理解すること、障がいを持って生まれた子どもたちへ
の自立支援を障がい児者職業訓練施設における体験から
学び、母性看護学における性と生殖に関する視点から健
康問題をとらえる資質を養うことにある。
さらに、研修を通して、看護職者が障がいを持って生
まれてきた子どもたちや家族にどのような看護を提供し
ているのか、医療従事者やNPO活動の中で担われている
役割は何かを直接に学ぶことにある。
今回、フィールドワーク研修終了後のまとめとして、
学生のレポートを中心とした報告書 1）を作成した。学生
のレポートは学生自身の感性を経て記述されたものであ
り、教員がとらえた研修成果だけでなく、研修経験が学
生にとってどのような意味を持つのかを示す。ここでは
「母性看護学における海外フィールドワーク研修の概要」
に続き、この報告書に示された学生の事後レポートを整
理し研修における学びを報告する。
Ⅱ　研修概要
1. 研修のねらい
性と生殖に関する視点から健康問題をとらえる上で、
戦争という事実を学ぶことは有効である。特にベトナム
では枯れ葉剤の散布による土壌汚染と生殖に関連する影
響が現在も続いており、身近に学習することができる。
日本での分離手術の成功例であるベトちゃんドクちゃん
の事例は学生にもよく知られている。研修のねらいはド
ク氏が勤務する医療施設見学や戦争博物館見学を行い、
戦争という人的な環境汚染とその影響について理解を深
める。また、日本人NPO法人「Ｖハート」（ベトナム社
会主義共和国の障がい児者に対して、教育支援、自立支
援に関する事業を行い、ベトナムの教育・福祉の発展に
寄与することを目的とする特定非営利活動法人：
http://cocoro.vhn.jp/、以下Ｖハート）が行っているベトナ
ムの障がい児者職業訓練施設でボランティア体験を行い、
障がいを持って生まれた子どもに対する自立支援を学び、
支援や援助に関する学生のとらえ方を広げる。さらに、
異文化の中での経験を通して、国際的な視野と感覚を養
うことである。
2. 研修期間　
研修期間は平成 19 年 9月 15 日から 9月 19 日までの 5
日間である。
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3. 研修場所および内容
1）Tu Du Maternity Hospital（ツーズ病院）見学およびメ
ディカルスタッフとの交流
2）Hoa Binh Village（平和村）見学および入所児との交
流
3）
（ベトナム語表記）（障がい児者職業訓練センター）
見学およびスタッフ、施設利用者との交流
4）Department of Labor, Invalids & Social Affairs Binh
Duong Orphanage（ビンズオン省孤児・障がい児養育
センター）見学および入所児との交流
5）
（ベトナム語表記）（G-Cocoro作業所）見学およびス
タッフ、施設利用者との交流
6）War Remnants Museum（戦争証跡博物館）見学およ
びスタッフ、戦争体験者との交流
7）The Cu Chi Tunnel（クチトンネル）、Reunification
Palace （Hoi Truong Thong Nhat： 統一会堂）および
市内見学
4. 研修参加者
研修参加者は母性看護学概論を履修した3年次生11名、
編入生3名の14名であった。
Ⅲ　事後レポート課題および報告書の作成
海外フィールドワーク支援プログラムでは、採択条件
に「帰国後、報告会、報告書の作成を行うこと」が必須
条件として挙げられており、参加学生募集の説明会でも
帰国後、報告書作成のための課題を課すことを提示した。
ベトナムにおける施設見学、特に医療施設見学では医
療省へ見学目的と研修後のフィードバックに関する内容
を届け出る必要があり、その届け出内容においても帰国
後の報告書作成と大学祭での展示を計画していることを
示した。参加学生にはこの医療省への届け出内容と同時
に、研修過程における写真撮影の許諾を得ていることを
出国時に伝えていた。現地での研修終了日には、再度課
題の提示とその活用範囲すなわち、公表を前提としたレ
ポートの作成課題を確認した。
帰国後に提出されたレポートは、引率教員だけでなく
母性看護学教員全員で目を通し、研修見学施設の概要か
らみて誤った表現をしている学生や、印象に残った食事
が記述の大部分であるなど、研修目的からの乖離が大き
い学生にはレポート課題と目的を再度説明した。レポー
トの量に関する制約は設けなかった。
報告書作成にあたり、再度Ｖハート事務局長を通して研
修中に撮影した写真の報告書への掲載許諾について確認を
行うとともに、学生が選定した写真を中心にして教員が最
終的に掲載する写真の確認を行い報告書を作成した。
Ⅳ　倫理的配慮
本稿は、学生の事後レポートを整理し、研修における
学びを報告することを目的とする。公表することが前提
で記述され、報告書となった学生のレポート内容は、学
生自身がその著作権者である性格を持つ。学生に対して
は、レポート課題を示す際に教員がレポートの内容を引
用して研修の実践報告を行う予定であることを説明する
とともに、レポートの引用に関する了承を得た。
ここでは、学生が記述したレポートそれぞれを個別の
文献として取り扱うことはしないが、学生の著作物であ
ることを前提に、学生の記述や文脈をできるだけ損なわ
ないように引用することで学生個人の著作権を擁護する
ものとした。
Ⅴ　学生の学び
ベトナムは、戦争によって南北の統一をはかり、自主
と自由を手に入れた国である。今回の海外フィールドワ
ーク研修で学生たちは、観光目的では得ることができな
い多くの体験をした。学生の視点から自由にレポートに
表現した内容は、若者としての戦争や平和に対する気づ
きにとどまらない。医療・看護を学ぶ学生として、生殖
に大きな影響を及ぼす枯れ葉剤の被害、他者を支援する
とは、看護とは、健康とはどのようなことかに関する学
びがあった。さらには、自己発見や自己のアイデンティ
ティの再確認に至るまで、学びは広範囲におよんだ。ひ
とりひとりがその学生らしい学びを記述していたが、全
体的には幾つかの共通する項目が存在した。学生のレポ
ートの表現や文脈を損なうことなく、それぞれの項目に
関連する類似した記述を抜粋、引用しながら学びを整理
する。以下、文中ゴシックでの記述はすべて報告書の学
生の記述からの引用である。
1. 平和
『たくさんの資料や体験者の話を聞いて戦争のときに人
の命が当たり前のように粗末にされ人権などは全く無
視されていたという、戦争をしなくなった平和な日本
に生まれた自分にとってはとても衝撃的な事実を目の
当たりにした。このような悲惨な状況があったのだと
知り、どんな命も尊重され一人一人の人権が守られる
平和な世界が拡がることを改めて心の底から願った。』
『前館長さんの「戦争のあった国では医療者は貴重であ
る」、共産党で踊り子だったワンさんの「平和の心、反
戦の心を忘れないでほしい」というメッセージを忘れ
ないようにしたい。日本以外にも、戦争で傷つき平和
を望む人がいることを改めて知ることができた。』
『戦争に関しては、街に残る跡も、人々の中の記憶もど
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んどんと過去のものとして、その色はどんどんと薄れ
ていく。そのような中で、戦争体験者の生の声は大変
貴重であった。特に、戦争体験者の生の声の中で、「平
和を思い、平和を願ってほしい｣という言葉が大変切実
なものであり、大変印象的だった。』
戦争による影響を体験者との交流で身近に感じる経験
は、自分たちが平和に暮らしていること、平和の大切さ
を実感することにつながっている。学生たちは机上で学
んできた「平和」の意味をふり返り、戦争体験者である
当事者が語る「平和」へのメッセージを受け取ることで
「平和」を願うことそのものに意味があることを知った。
これは、若者である学生たちにとって衝撃的なメッセー
ジであっただけでなく、医療を志す自分たちへの期待を
受け取ることでもあった。
2. 戦争
『この博物館（戦争証跡博物館）にはベトナム戦争で傷
ついたアメリカ兵の記録が残されている。戦争で傷つ
くのは国家という権力ではなく人という生身のものだ
と言うことを忘れてはいけない。』
『クチトンネルの中は、本当に地下のもう一つの世界の
ようにも感じた。クチトンネルを作り上げた住民の知
恵には頭が上がらない思いであった。しかし、その一
方で、本来地上で生活できるはずであった場所を、戦
場にしてしまった戦争の卑劣さを感じた。戦争がおこ
り、普通の生活を送ることができなくなった被害者は
住民であるということを実感させられた。』
『実際に観光客用に残された短い距離のトンネルの内部
に入ったが、中はとても暑く湿度も高く、また観光客
用に少し照明をつけているとのことではあったが前が
全く見えなくなるほど暗く、自分が今どこにいるのか
全くわからなくなるようなものすごい恐怖感を味わっ
た。このようなトンネルに身を潜めながら暮らさなけ
ればいけない状況にあったことはとても辛いことであ
り、戦争はあってはならないものだと改めて心から思
った。』
『おそらく、その国々で言い伝えられる戦争の歴史には、
同じ戦争についてのことでも、語る側が違えば、内容
も違ってくるだろう。しかし、自国の不利益を免れる
ために真実を伝えない姿勢は、いつまでも戦争を本当
に終結させることを不可能にしているように思う。日
本も例外ではないと思うが、本当の戦争の恐ろしさ、
愚かさを、本当にあった真実を、反省を含めて後世に
伝えていくべきなのではないかと思う。』
ベトナム戦争を伝える戦争証跡博物館やクチトンネル
での体験は、戦争がもたらす影響を考えることにつなが
っていた。おそらく学生たちは近代史の学習でベトナム
戦争を学んでいるだろう。その学習内容と残されている
実際の資料とを自分たちの中で統合し、当然のことなが
ら戦争を否定する思いと生活の場が戦場となったときに
生じる悲惨さを実感するだけでなく、戦争という事実が
それぞれの置かれた立場においてどのような意味を持つ
ものであるのかに気づいていた。
3. 枯れ葉剤の影響
『人体への影響は枯れ葉剤を浴びた瞬間だけのものでは
なく、枯れ葉剤による被害はその後その人に障害とい
う形で一生ついて回ってしまうという恐ろしさを感じ
た。枯れ葉剤は生殖に関連する影響が大きく直接浴び
た人だけでなく、次世代にまで影響がおよぶ。枯れ葉
剤を浴びた人から生まれる児には先天的に奇形や障害
を持つ児が多く、その被害が現在でも続いているとい
うことを学ぶことができた。』
『腕や足の無い子どもや、両足・両腕の長さが違う子ど
も、目だけが大きく飛び出している子ども、様々な障
害を持った子どもたちがたくさんいた。 これが全部枯
葉剤の影響なのかと思うと、本当に恐ろしくなった。
戦争自体が終わってもその影響は何年も残っている。
子どもたちと接しているとハンディキャップを背負っ
ているにも関わらず、とても元気で笑顔も多く、障害
を感じなくなった。』
枯れ葉剤による障がいは、学生の目にも明らかな奇形
が多い。出会い当初は子どもたちが持つ奇形の大きさに
驚愕していたようであった。自分たちが生まれるより遙
か以前に戦争が終わっているにもかかわらず、いまもな
お大きな奇形を持つ子どもの出生が続いている事実から、
枯れ葉剤という化学兵器の恐ろしさを実感していた。
しかし、障がいを持つ子どもたちの生活を見学するだ
けにとどまらず、平和村や孤児・養育センターで生活す
る子どもたち、訓練センターで訓練中の子どもたちと実
際に交流を持つことで、障がいを持つことにたいする憐
憫ではなく、かけがえのないその子の存在と生活がある
こともとらえていた。障がいを抱えながら今まさに生き
ている子どもたちとの交流は、傍観者として枯れ葉剤の
影響を考えるだけでなく、当事者にとっての意味を考え
ることにつながっていた。
4. 自立と自立のための支援
『印象的だったのが上肢の欠損した子と接したことであ
る。その子は折り紙を足で非常に器用におっていた。
それにも驚いたのだが、私が差し出したお菓子を、私
は袋から出してあげようとしてしまったが、その子は
自分でやろうとしていた。自分でできることは自分で
するという姿勢ができているのだと実感できた。』
『ボランティア体験や、施設等の見学を通して障害者の
自立支援には養育、職業訓練、就業といったことを個
別に考えるだけでなく、養育から職業を身につける、
さらには就業でき、自分で生活できるように自立に導
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くといった長い視点で、一貫した支援が大切になって
くるのだと思った。』
『訓練センターでも、COCOROでも、障害を持った人
が技術を身につけて自立のために頑張っていて、そこ
を支援しているのが同じ日本人だということがうれし
かった。国境を越えて友好関係を結ぶだけでなく、そ
れ以上に深い絆で結ばれているようだった。』
『その商品を購入する人がいることによって、より障害
者たちの仕事の価値や自分が認められたことの充実感
を得ることができるのだ。（中略） しかし、商品の最終
工程をスタッフが行ってしまうことが多いらしく、そ
れをどうやって障害者のみで行っていけるかが課題で
あるとスタッフが口にしていた。それは日本でも同様
で、障害者に対する意識をまず変えて、子どもに接す
るようにではなく、１人の立派な人間として信頼する
ことがまずは必要なのではないかと感じた。よく「自
立を促す」という言葉を医療の現場では耳にするが、
実際に難しいことであると思う。まして、言葉も文化
も違う国の人々を援助するということは、短期間では
絶対に無理だ。親戚でも友人でもなく、医療者や福祉
従事者の立場として、その人が生活していく上でもっ
ともあるべき姿を日本であっても、ベトナムであって
も追求し、援助していく必要があると学ぶことができた。』
『体験をして、考えたことは「本当の支援とは、援助と
は何か。」ということである。日本人や日本の企業は、
お金や機械などの物資を贈ることだけが支援であり、
援助だと思っているのではないか。もちろん、それも
立派で、大切な支援・援助であると思う。（中略）当た
り前の幸せを手にしていない子供たちがいることを、
枯葉剤の影響を受けて子供たちが苦しんでいることを
知った今、私ができることを何かしたいという気持ち
が大きい。そして、この現実を日本という豊かな国で
暮らす人に、１人でも多くの人に知ってもらいたい。
そして、考えてほしい。誰かのために何ができるか自
分なりに考えて行動に移すことは、必ずその人を助け
ることにつながると、私は考える。それも援助・支援
ということになるのではないか。援助・支援にはお金
などの物資ももちろん必要だが、心がとても大切だと
いうことを学んだ。』
『あくまで生活のみの援助であるため、学校に馴染めな
い・行けない児への援助が課題になっているらしく、
生きる目的を与える意味で手に職を与え、売ることで
自分の存在意義を実感することができるという言葉に
なるほどと思った。日本では学習を受けるのが当たり
前のようだが、ベトナムでは幼いながら、少しでも金
銭を稼げることのほうが有意義になってしまうことも
あるのだ。子どもの将来のために、どのような援助が
必要なのか、課題を克服するためには現地でどのよう
な援助を行えばよいのか、国はどのように援助してい
くべきなのか、外国人であるものの、その現実を知っ
たわたしたちは何をすべきなのか、まだまだ考えなく
てはいけないことは山のようにあるのだ。』
学生たちは、障がいを持つ対象と関わるとき、具体的
にどのように関わればよいのかを交流の場面から学んだ。
また学生たちの視点は自分たちは将来援助者になるのだ
という自覚を再認識したものであり、対象への具体的な
関わりだけでなく、自己の立場や役割についても国際的
な視野から考えていた。また、実際に支援を行っている
人からの話を聞き、具体的な支援活動を見学することに
よって、支援がめざす方向、自立を支援するとはどのよ
うなことであるのかを考えていた。さらに、国際的な活
動の場で日本人が実際の支援に関わっていることに親近
感を覚え、現在の自分にできることは何かを考えようと
していた。
5. 看護
『平和村の中へ入ると、さまざまな障害を持つ子どもた
ちが私たちを迎えてくれた。私は四肢奇形、水頭症、
口唇裂、皮膚疾患などの障害児を目の前にするのは初
めてで、日本からのお菓子を見て喜ぶ子どもたちを正
面に見つつも、内心とても大きな衝撃を受けていた。
子どもたちの集まる部屋に入ってすぐは、どう接して
いいか戸惑う気持ちがあったことは否定できない。普
段私たちが使う「看護」という言葉は、「病気や怪我を
した人へのケア」というようなとても広域的なもので
あるが、「母性看護学」という一つの領域から健康問題
を考えてみると、性や生殖・ライフサイクルに視点を
移すことができた。』
『ただ、一点、まだ不十分であるなと感じたことは、基
本的な院内環境の整備である。（中略）特に清潔・不潔
の定義が日本と違うのだと感じた。例えば、来訪者に
ガウンやシューズカバーの着用を義務付けている一方
で、不妊治療のための採卵をするなどデリケートな治
療をする部屋でさえ、外気を大いに取り入れている部
屋とドア１枚でしか隔たれていないことが見受けられ
るなど、まだまだ清潔に関しての意識が日本ほど確立
されていないらしいことが感じられた。』
『戦争の最中でも、娯楽を忘れなかったベトナムの精神
が、長期化する戦争に屈しなかった事実は、きっと
「健康」を考えていく上で重要になるのではないかと思
う。食物の摂取を最優先に行っていた人々、自分たち
の誇りと平和の社会のために戦った人々、その上にあ
った娯楽は、身体的・精神的・社会的に良いという健
康を保つために必要であったのではないかと考えた。』
学生たちは、大きな奇形を抱えて生きている子どもた
ちを前に、体験している現象をどう解釈すべきなのか戸
惑いを感じていた。しかし、医療の関わりで治癒する訳
ではない目の前の子どもたちもまた、看護の対象となる
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ことに気づき、自分たちが学ぼうとしている看護とのつ
ながりを考えた。
また既習の看護学を土台に、批判的に見ることもでき
ており、さらには看護がめざす健康という概念が疾病や
障がいの有無だけでなく、娯楽といった精神面での健全
性とも関連するという気づきを得た学生も存在した。
6. 自分たちの果たすべき役割
『ツーヅー病院では、院長先生をはじめ、タン先生や看
護部長さん、助産師さんなど多くの方々に歓迎してい
ただいたことがとても嬉しく思った。実際にお話を聞
かせていただいて、ツーヅー病院は海外からの研修生
も受け付けており、国際的視野が非常に広いというこ
とを感じた。病院関係者の方々には、日本の医療技術
や施設、管理などが充実していてすばらしいという言
葉をいただいた。その中で私たちは実習させていただ
き、将来的に働くことになる。その技術を日本だけで
なく世界中に広めていくことも医療者として大切なこ
とであるし、また、さらに技術に磨きをかけるために
国外へ学びに行くことも、大切なことであるのではな
いかと思った。』
『ツーズ病院を見学して、ベトナム戦争時に撒かれた枯
葉剤の影響を実感した。タン院長との話で、枯葉剤の
影響は 2世代目までの影響はあることが証明されてお
り、それ以降の 3世代目にも影響があるのか今はまだ
研究段階にあると聞いていたが、その後平和村を訪れ
て、ベトナム戦争が終了してから年月は経っているの
に大きい障害を持って生まれてきた子どもの多さに驚
いた。戦争に何の関係もない子どもが大きな障害を背
負ってこの先生きていくことを考えると私たちになに
かできることはないのか改めて考える必要があるので
はないかと感じた。』
『看護学生としてこの海外フィールドワーク支援活動に
参加して、ベトナムという異文化の中で見て・聞い
て・感じてさまざまな経験ができた。「この5日間で国
際的な視野と感覚が身についた！」と胸を張っては言
えないが、海外における医療に興味を持つ良いきっか
けとなった。これまであまり考えたことがなかった障
害児や孤児の支援について、日本で、また、世界では
どうなっているのだろうか。この機会にもっと調べて
みようと思う。』
『不妊治療の部屋こそ手術中のため中を見ることはでき
なかったものの、院内スタッフや通院・入院している
方々みな快く受け入れてくれ、特に新生児を横にした
褥婦やその家族は笑顔を見せてくれた。（中略）また、
学生に対してここまで院内を公開してくれる病院側の
「知ってほしい」気持ちを受け止めて消化しなければい
けないと切に感じた。』
『枯葉剤の影響を現実から学習することは大切である
が、ただ好奇心やもの珍しさの気持ちだけを持ち帰る
のでなく、彼らは生命ある人間で、未来ある子供たち
であることを忘れず、障害を抱える子供たちが今後ど
のようにして明るい未来を歩んでゆけるのか考えさせ
られた。』
学生たちは、改めて自分たちが貴重な体験をしたこと、
また恵まれた学習環境が用意されていることを自覚し、
今回の研修経験をどう活かしていくべきか、自分たちが
体験したことの意味はなにかを考えていた。
ベトナム南部において基幹病院の役割を担うツーズ病
院は、併設している平和村への訪問も含め、見学者が多
い。その中で今回の研修にあたっては、日本ベトナム友
好協会大阪府連合会事務局長でもあるＶハート代表世話
人の S氏が研修調整の最終段階で、ツーズ病院の窓口で
あるT医師に研修目的の再確認を行ってくださり、看護
学生たちの研修であることをより強調した研修を行うこ
とができた。後に研修の通訳を行った現地ガイドや S氏
より、院長自らが病院概要の説明を行い学生たちの質疑
を受け、看護スタッフが院内見学の案内を行い、通常は
公開していない不妊治療の現場まで見学が許されたこと
は全く異例のことであることを知った。学生たちは、受
け入れ施設からの期待の大きさを肌で感じ、その期待に
応えるように今後のキャリア形成が重要であることに気
づいた。
7. 自己発見
『今回、私がこの海外フィールドワークプログラムに参
加しようと思った理由の一つに、最近看護師になりた
いと思う気持ちが揺らいできたというのがあった。看
護師になるための勉強を毎日する中で、これが本当に
自分のしたかったことなのか疑問に思うことがよくあ
った。その中でこのベトナムでのプログラムの存在を
知り、海外の医療の現状を知ることで自分の将来のモ
チベーションを上げるきっかけになればと思い応募し
た。』
『ベトナムでは、日本にいたら出会えなかったであろう
自分の気持ちや感情に何度も出会いました。普段日本
で何不自由ない生活を送ってきて、小さい頃から親の
愛情を受けて育ち、この横浜という地で１人暮らしも
させてもらえて、ベトナムにまで行かせてもらえた。
日本にいたら忘れかけていたかもしれない親への感謝
を改めて思い出させてくれたと同時に、いかに命を大
切にしなければならないか。これから命に携わる人間
として、忘れてはならない大切なことを思い出させて
もらった旅でもありました。』
『ベトナムという国は、経済も医療もまだまだ発展途上
である現実を学ぶことができた。改めて、日本の戦争
時の健康被害や国の被害、医療技術の程度や課題、障
害者への援助の現実と課題などを学ばなくてはいけな
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いと逆に考えることができた。他国の医療・福祉の援
助を目にし、自分の知っていた医療の範囲の狭さを実
感することができ、今回得た視野を大切に自らの看護
観に活かしていきたいと思った。』
学生の参加動機はさまざまで、積極的な学生や消極的
な学生が存在した。入学後4年間の看護学の学習途中で、
自分が選択した進路に迷いが生じていた学生もいた。そ
のような学生にとってフィールドワーク研修は自己の選
択を再考させる機会となった。
また、自分の生活やおかれた環境が、日常の生活の中
で意識しなくなっていたことに気づくとともに、今回の
研修での体験を通して、改めて自己と向き合う機会を得
た学生も存在した。学生は研修をとおして、自己の職業
選択やアイデンティティを確立していく上での課題を発
見したり、自己発見につなげていた。
Ⅵ　考察
ベトナムにおける海外フィールドワーク研修のねらい
は、環境汚染の次世代への影響を理解すること、障がい
を持って生まれた子どもたちへの自立支援を学び、性と
生殖に関する視点から健康問題を捉える資質を養うこと
であった。フィールドとして選択したベトナムは、枯れ
葉剤の散布による環境汚染と奇形児の出生という生殖へ
の影響が理解しやすい。また、環境汚染の次世代への影
響理解だけでなく、障がいを持って生まれた子どもたち
の自立支援を日本のNPOが行っていることで、学生たち
にとっては身近なフィールドワーク研修ができるのでは
ないかと考えた。
学生たちの世代では、外国旅行はめずらしいことでは
ない。異文化交流を体験するだけであれば、旅行会社が
企画する観光ツアーに参加すればその目的を達成するこ
とができる。しかし、看護学を専門とする教員が引率し
て意図的な見学や交流をプログラムすることで、体験を
専門性の学習と連動して解釈することが可能になる。さ
らに青年期にある学生たちは、看護職という専門性から
ばかりではなく、１人の社会人として平和や戦争にたい
する理解を深め、平和な社会に生きる大人としての責任
についても考える機会を経験した。
本稿で引用した学生の記述は、他校の看護基礎教育に
おける海外研修の実践報告にあるような「自己を客観視
し人間としての成長につなげられる機会であったこと、
その後の目標を明確にする上で効果的であったことがわ
かった。」2）という結果と同様の研修成果を得たことを示
す。
海外フィールドワーク研修は看護学科としては初めて
の経験であり、試行的な側面を持つ。見学施設との交渉
をはじめ、事前段階から見学や交流に対するアドバイス
や協力を現地での活動経験が豊かなNPO組織から得るこ
とができたことは、研修成果をあげることができた重要
な要因であったと考える。
Ⅶ　おわりに
学生は研修期間の全日程を通し、それぞれの感性で多
くのことを学んでいた。看護の大学教育化が広がり、国
際的な視野を備えた看護職の育成も求められる中、海外
研修の実施やその成果に関する報告 3）4）や、研修・教育プ
ログラムの評価に関する研究的取り組み 2）5）6）も行われて
いる。
今回のベトナムにおける海外フィールド研修は、本学
の「国際的な視野を持って活躍できる人材を育成する」
という中期目標達成に向けて、国際化対応への教育的取
り組みとなった。
今後は、この体験をきっかけとして、研修に参加して
いない学生たちへも学習が影響をおよぼし、学生たち自
らが国内外でのボランティア活動の企画をするなどに発
展していくことを期待したい。
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